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６．肥料・土壌改良資材施用が土壌のｐＨ・ＥＣに及ぼす影響

［要約］

肥料・土壌改良資材を施用すると土壌のｐＨ・ＥＣが変化する

ことがある。その程度は土壌の種類によって異なるため、処方箋

作成に当たっては各種資材の特性と土壌の種類を考慮する必要が

ある。
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［背景・ねらい］

肥料・土壌改良資材を投入する場合、資材の種類により土壌ｐＨ、Ｅ

Ｃの変化は異なる。そこで、土壌の種類別にｐＨやＥＣに対する各種肥

料・資材の特性を明らかにし、適正な土壌管理指標を作成する。

［成果の内容・特徴］

１．各種肥料・土壌改良資材を土壌に施用したときのｐＨ、ＥＣの変化

を土壌別に明らかにした。例えば、リン酸不足の土壌に資材を施用す

るとき、施肥前の土壌のｐＨ・ＥＣを考慮して資材を選択しなければ

ならない。つまり、対象土壌のｐＨが低く、ＥＣが高い場合、過リン

酸石灰を施用するとさらにｐＨが低下し、ＥＣが上昇して土壌を悪化

させることになる（図１）。

２．各種資材の一般的な施用量の範囲でのｐＨ、ＥＣの変化の度合いを

土壌の種類別に表１に示した。

以上のことから、肥料・土壌改良資材を施用すると土壌ｐＨ・ＥＣが

変化し、その程度は使用する資材及び土壌の種類により異なる。このた

め、土壌診断結果に基づいて適切な肥料・資材を選択する必要がある。

［成果の活用面・留意点］

１．土壌診断ソフトで処方箋作成場面において活用する。

２．各種資材施用によるｐＨの変化は、同じ種類の土壌であっても元の

ｐＨにより異なることがある。



「具体的データ」

図１　各種土壌に資材を施用した時のｐＨ、ＥＣ変化の一例

表１　各種土壌に資材を施用したときのｐＨ、ＥＣの変化の度合い

ｐＨ ＥＣ ｐＨ ＥＣ ｐＨＥＣ ｐＨＥＣ ｐＨ ＥＣ ｐＨＥＣ
粒状過リン酸石灰 3 1 3 1 3 1 ミネラルＧ 1 3 2 3 2 3
紛状過リン酸石灰 3 1 2 1 3 1 酸化肥鉄 1 3 2 3 1 3
34％粒状重過石 3 3 2 2 炭カル 1 2 2 3 1 2
苦土過リン酸 3 2 2 3 2 3 消石灰 1 2 1 3 1 2
苦土重焼リン 2 3 2 3 2 3 生石灰 1 2 1 3 1 3
ＢＭ苦土重焼リン 2 3 2 3 2 3 マグカル 1 3 2 3 1 3
リンスター 2 3 2 3 2 3 アヅミン苦土石灰 1 3 2 3 1 3
ＢＭリンスター 2 3 2 3 2 3 ニッカル 1 2 1 3 1 3
腐植リン 2 3 2 3 2 3 セルカ 1 2 2 2 1 2
ＢＭ溶リン 2 3 2 3 2 3 水酸化マグネシウム 1 2 1 3 1 3
溶リン 2 3 2 3 2 3 硫酸マグネシウム 2 1 2 1 3 1
塩化加里 3 1 2 2 2 2 アヅミン 2 3 2 3 2 3
硫酸加里 2 2 2 3 2 2 粒状みつかね 2 3 2 3 2 3
ケイ酸加里 2 3 2 3 2 3 ＦＴＥ 2 3 2 3 2 3
ケイカル 2 3 2 3 2 3 ボロンセブン 2 3 2 3 2 3
パワーセブン 1 3 2 3 1 3 カルエキス 2 2 2 2 2 2
ミネカル 1 3 2 3 1 3 ケミカルン 3 2 2 2 2 2

通常の施用量で 通常の施用量で
　ｐＨが上昇しやすい資材を 　１ 　ＥＣが上昇しやすい資材を 　１
　ｐＨが変化しにくい資材を 　２ 　ＥＣがやや上昇する資材を 　２
　ｐＨが低下しやすい資材を　 ３ 　ＥＣが変化しにくい資材を　 ３
　とした。 　とした。
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